
 

 

２０１７年４月２４日 

 

 

熊本県との『熊本地震からの創造的復興に関する包括連携協定』の締結について 
 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、

熊本県（知事：蒲島 郁夫）と『熊本地震からの創造的復興に関する包括連携協定』を本日付けで

締結しましたのでお知らせします。 
 

 

１．背景・経緯 

・損保ジャパン日本興亜は熊本県と２０１６年２月３日に「防災力向上に関する協定」（以下、   

「防災協定」）を締結し、相互に協力し連携を深めてきました。２０１６年４月の熊本地震 

以降、ドローンの活用・アーカイブ事業の支援・火の国防災塾の開催・ＳＯＭＰＯボール 

ゲームフェスタの開催などを通じて熊本県の防災力向上に寄与する取組みをしてきました。 

・今般、防災協定におけるこれまでの取組みが評価され、連携事項を拡大した『熊本地震から   

の創造的復興に関する包括連携協定』を締結することになりました。 

・なお、熊本県が保険会社と熊本地震からの創造的復興に関する防災力向上を含めた様々な 

分野についての包括連携協定を締結したのは、今回が初めてとなります。 

 

２．協定の目的 

熊本地震から１年を迎えたこのタイミングで相互に連携し、熊本県が掲げる『熊本復旧・ 

復興４ヵ年戦略』をより実効性の高いものにすることを目的としています。 

 

３．協定の主な内容 

  損保ジャパン日本興亜の強みや特徴が活かせる、主に以下の５分野において業務連携を行い

ます。 

   （１）防災力向上に関すること 

（２）観光・交流およびインバウンドの推進に関すること 

（３）女性が輝き活躍できる環境整備に関すること 

（４）世界と熊本をつなぐヒト・モノの流れの創出に関すること 

（５）安心安全で暮らし学べる生活環境づくりに関すること 

 

４．今後について 

損保ジャパン日本興亜は、地方自治体と連携し、各地域のそれぞれの特徴を活かし、自律的  

で持続的な社会を創生することに貢献していきます。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


